




















































































































































































































































丕、曹植の作品には皆、 「鬱結」の語が見られる。と ろでこの「鬱結」という語の用い方であるが、各詩人 よって特徴があった。まずは徐幹の詩から見てみよう。









































































前半の四句では、宴の主催者の人徳を讃え、四方から招かれた〝君子〟が 席に集まる盛大な場面を描く。先に引用した詩句はこれに続く第五、第六句で 対句の形を取る。詩意は 〝君子〟たちは互いに論じ合って、 「鬱結」する心 晴らしたり、筆を取って詩賦を詠じたりする、というものである。ところで心が「鬱結 する理由についてである 、ここでは特に説明は無く、詩の内容からも推測できない。一般的には、身を官界に置く官人、或いはより広く世間一般の人々が抱えた、様々な悩みを指すものと解釈されている。 かしこの詩における「鬱結」は、應瑒がかつて経験した世の中の辛酸に関わるもので、詩人 不幸 過去の境遇と関連を持っているのではないかと想像され 。
應瑒は豫州汝南郡（今の河南省項城市）の出身で、代々、読書人の家柄に生まれた。祖父と伯父は共に漢の儒者で、著述で名高い人


























































































































































曹丕の弟の曹植の作品にも、 「鬱結」 の一例が見られる。曹植は文才に恵まれ、 兄と同様、 建安時代の詩壇を代表する詩人であったが、


































の為に尽力し、世間の人々を驚かすほどの輝かしい業績を打ち立てた。 「此の二臣は豈好みて主に誇 て、世俗に曜やかせんや」は、賈誼と終軍は決 て皇帝に自身の功をひけらかし り、世の人々に見せびらかしたりする為に、わざと本領 したのではない、という意味である。 「志或いは鬱結し、其の才力を逞しくし、明君に能を輸せしめんと欲するなり」では、賈誼と終軍が政治に臨んだその姿勢に託して、曹植自身の意気込みを述べる。国の為に、自らが持つ全知力を賢明な君主に捧げたいというその真心を甥の曹叡に示した曹植。しか 曹叡に遠ざけられ、地方 転々とさせ れ、曹植はそ 生涯 終える。










































































とある。この詩の形式は楚辞と同様で、一句は七言で、三十句からなる。ここに引用したのは、詩の前半の八句である。詩意は、こんなにも愁え、どうしようもなく気が晴れない。常に悲しんで、心は裂けるほどに痛い。懐かしんでは、愁えている。気がふさがって、鬱々としたこの心を晴らすこと できない。母親を突然失い、この身は独りぼっちとなってしまった。恩返ししたくとも母はすでに遠くへと行ってしまい する も 長く養い育ててくれた母への恩を思い、心は き裂けるように痛い。ああ、 と兄は永遠に行ってしまった。その容貌を思い出して、心は悲しみ痛む、というものである。
嵆康の場合、母と兄の死による悲痛、恩返しができない悔恨の気持ちを、 「鬱結」という語によって表現したのである。〝竹林の七賢〟が活躍した時代は終わり、司馬氏の樹立した晋の時代が到来した。西晋と東晋は、文学の人材が次々と現れる時代で











































































任護は二十歳の若さで亡くな 、その未亡人は潘岳の妻の姉妹であった。彼女は若くして父母を失い、今は夫とも死別してしまった。幼い娘を抱え、こ 世の最大な苦しみ、悲しみに耐え いる彼女の心情を、潘岳は「鬱結」という語で描き出したのである。






















































































































































深夜、遠くから伝わってくる鐘の音により、蕭綜は自身が今、北魏の都にいることを実感する。 「鐘鳴」 、 「落月」 、 「暁星」 、 「霧露」 、 「烏
啼」が、異郷にいる蕭綜に様々な思いを引き起こさせる。 「客思を驚かせ／客情を動かし／客思
 鬱として縱横す」は、当時の詩人の、
鬱々とした落ち着かない心理状態を表す。 「孤雁」と「別鶴」は、それぞれ蕭綜自身と梁の都に残した妻を象徴する。 「雨雪に向ひて凄凄たり」は、詩人が空想す 年末の寂しい風景である。一方「飛蓬
 旦夕に起き／楊柳
 尚ほ飜低す」は実景で、風に吹かれてごろごろ






















老荘の思想に憧れた孫綽は、俗世間と密接に関われば、 「鬱結」 心情を生じると主張 た。様々な原因によって生じた「鬱結」の心であるが、そ をど ように晴らしたのかは、以下のように整理できる。
（一）文学作品の創作に力を注ぐ。
　
屈原・司馬遷・曹植及び潘岳は、 「鬱結」した心を晴らす為、持てる能力を思う存分に注ぎ、すぐれた文学作品を作り出した。
（二）語り合ったり、弁論したりする。
　
屈原と潘岳は「鬱結」した気持ちを誰かに語ることが、それを晴らす手段だと考えた。しかし彼らの場合は結局、その相手を得
ることはできなかった。應瑒も「鬱結」への対処については同じ立場で、宴会に集まった人々が語り合う様子を、 「辯論して鬱結
家持の「鬱結」と中国文学
　（上）
一九
を釋く」と述べている。
（三）自然に回帰する。
　
孫綽は「屢しば山水を借りて／以て其の鬱結を化せん」と述べ、俗世間と離れ、自然へ向かう姿勢をとった。
（四）体制に反発、反抗する。
『後漢書』に記された「民」は、私欲に目がくらむ官吏に虐げられ続けたことで、終には造反する道を選び、 「鬱結」した心を晴らす手段とした。
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